
埼玉県小鹿野町　国民健康保険町立小鹿野中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 95 - - ■ 当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

直営 9 - ド 訓 救 - - 95 【】 令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

10,061 8,475 第２種該当 - １０：１ 55 - 55

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

機能分化・連携強化

（従来の再編・ネットワーク化を含む）

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 105.3 106.7 103.5 99.3 96.8 当該値 78.1 85.0 83.6 78.8 72.2 当該値 75.7 82.5 81.2 76.4 70.0 当該値 48.7 47.2 48.6 45.2 44.6

平均値 100.7 103.6 101.9 96.7 93.7 平均値 73.8 75.5 74.6 73.6 71.2 平均値 69.9 71.6 70.8 69.7 67.0 平均値 62.3 62.1 60.2 60.6 62.8

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 33,169 34,492 33,319 32,856 32,312 当該値 9,386 9,624 10,315 9,797 11,024 当該値 75.6 68.8 69.5 76.0 81.4 当該値 10.8 9.6 10.6 10.1 11.4

平均値 27,227 28,176 29,348 29,723 30,242 平均値 9,509 9,548 9,992 9,779 9,547 平均値 77.7 75.7 75.4 77.5 80.9 平均値 15.7 14.6 15.1 14.9 14.8

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 186.5 170.3 165.9 174.5 183.0 当該値 74.8 76.8 78.3 76.6 77.8 当該値 81.0 83.6 84.9 78.4 79.1 当該値 38,765,821 38,880,768 39,167,905 40,900,095 41,365,179

平均値 136.0 131.3 133.6 144.6 168.7 平均値 56.9 58.3 59.2 59.8 60.6 平均値 72.5 72.3 72.0 72.0 72.4 平均値 42,330,999 43,068,047 44,341,948 45,796,115 48,319,566

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和6年度決算）

経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　地域人口減少に伴い患者数が減少しているが、西秩父地域では唯
一の病院である。
　入院機能では急性期病床４５床、回復期病床３０床（地域包括ケ
ア病床）で運営している。退院後も見据えた多職種連携が充実して
おり、予防からリハビリまで切れ目のない医療提供が可能である。
　外来診療では近隣のクリニックでは難しい検査や手術も実施して
おり、特に白内障の手術希望患者が多い。また、訪問看護事業も軌
道に乗り始め、在宅医療提供体制が充実している。　
　以上のことから、西秩父地域の医療拠点としての役割を担ってい
る。高齢化が著しく、市街地への公共交通機関が乏しい当地域に
とってはなくてはならない病院である。

①経常収支比率→主に入院収益において、８月に結核およびコロナウイルスの院内感染が発生したため制限を行った。
以降、患者数が伸び悩み収益減と急激な給与費増により、前年度に続き一般会計から追加繰り入れを行ったが経常収支
比率は１００％を切った。
②医業収支比率→外来・入院収益ともに前年度を下回り、医業費用は給与費が前年度を約５千万円上回った影響が大き
く減となった。
③修正医業収支比率→給与費の急激な増加や施設修繕による費用が負担となっている。一般会計からの繰入金がなけれ
ば経営が成り立たない状況である。
④病床利用率→許可病床は９５床だがスタッフ数を考慮し、急性期・回復期病床ともに３０床での運用を行っている。
入院制限を行った８月以降の患者数が伸び悩み、昨年度より下回る結果となった。
⑤入院患者１人１日当たり収益→単価の高い白内障手術を原則日帰りで対応することになり、対象の患者が増加してい
る。結果、入院患者一人一日あたりの収益は減となった。
⑥外来患者１人１日当たり収益→患者数自体は昨年度と大きな差はないが、外来での白内障手術患者が増加し、収益が
伸びている。
⑦職員給与費対医業収支比率→前年度比医業収益が大きく減となっている中、給与費はベースアップにより前年度を大
きく上回る結果となったため、職員給与費対医業収益比率は高くなっている。
⑧材料費対医業収支比率→患者数減少により診療材料費と給食材料費は減となったが、高単価なコロナウイルス患者へ
の点滴や、眼科の注射治療を受ける患者が増加し医薬品費が大きく上回り前年度を上回った。
⑨累積欠損金比率→H14年度に病院を増改築し、その後も施設修繕や機器更新で多額の減価償却費を計上している。現
状のままでの収益増加は厳しい状況である。累積欠損金の解消に向けるため、病床再編や在宅医療体制の拡大といった
新たな方法にも取組んでいく。

①有形固定資産減価償却率、②機械備品減価償却率は類似団体平均
値を大きく上回っており、固定資産減価償却率が高いことから老朽
化が進んでいる。③１床あたり有形固定資産については、平均値を
下回っているが、老朽化により設備の更新を行った場合は上昇する
ことが予想される。病院本館は昭和５１年に建設し４０年経過し老
朽化しており、令和６年度中に屋上防水工事に着手した。機械備品
についても類型団体と比較して減価償却率が高くなっている。医療
機器に関しては、保守点検及び精度管理を定期的に実施し、耐用年
数より長く利用している機器が多い。保守点検業者から精度が確保
されないと判断された場合は、機器の更新を行なっている。
　今後は、空調設備、ボイラー、照明のＬＥＤ化等の更新を計画を
している。病床再編により必要な機能を集約し施設・機器の更新を
適正に行えるよう検討していく。

　当地域の人口減少、高齢化による患者数の減少は、病院経営を逼
迫させている。施設の老朽化も目立っているが、多額の費用を投じ
た改修は困難である。さらに給与のベースアップにより給与費の上
昇も著しく、経営を逼迫させている。
　令和６年度については、前年度を上回るペースで収益が出ていた
が、８月にコロナウイルス感染症および結核が入院患者から発生
し、入院機能の一部を制限した。また、診療報酬改定により基準を
満たせず算定不可となった項目もあり、医業収益全体でも前年度を
下回る結果となった。
　令和８年度には、病棟を１本化し必要な機能を集約し人員の適正
配置の実施や施設・機器の更新を最小化出来るよう計画している。
合わせて訪問看護・訪問診療等の在宅医療の強化は継続して取り組
んでいく。当院が地域医療の拠点として存続するために最善な方法
を検討していきたい。
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④病床利用率(％)
【70.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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②器械備品減価償却率(％)

【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


